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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
圓
朝
全
集
　
巻
の
二
」
近
代
文
芸
資
料
複
刻
叢
書
、
世
界
文
庫

　
　
　1963
（
昭
和38

）
年7

月10

日
発
行

底
本
の
親
本
：
「
圓
朝
全
集
　
巻
の
二
」
春
陽
堂

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年12

月25

日
発
行

※
「
旧
字
、
旧
仮
名
で
書
か
れ
た
作
品
を
、
現
代
表
記
に
あ
ら
た
め
る
際
の
作
業
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
底
本

の
表
記
を
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

た
だ
し
、
繰
り
返
し
記
号
は
そ
の
ま
ま
用
い
ま
し
た
。

ま
た
、
総
ル
ビ
の
底
本
か
ら
、
振
り
仮
名
の
一
部
を
省
き
ま
し
た
。

底
本
中
で
は
ば
ら
ば
ら
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
「
其
の
」
と
「
其
」
、
「
此
の
」
と
「
此
」
、
「
彼
《
あ
》
の
」

と
「
彼
《
あ
の
》
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
其
の
」
「
此
の
」
「
彼
の
」
に
統
一
し
ま
し
た
。

入
力
：
小
林
繁
雄

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2010

年2

月8

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
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、
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、
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テ
ィ
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さ
ん
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す
。
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